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　高田は、通所リハビリテーション担当のリハビリスタッフです。

西伊豆町・松崎町には回復期に対応するリハビリ施設はなく、しおさいの通所リハビリテーションは地域リハ

ビリテーションの要として期待されており、ご利用者が住み慣れた地域、在宅で少しでも長く生活したいとい

う希望を叶えるため、日々 職員一人一人が尽力しています。

　ご利用者の利用目的は、他地域と同様、歩行能力の維持改善が割合が高くなっています。殊に、しおさ

いが位置する地域は高齢世帯が多く、傾斜地の多い地域で下肢機能が低下すると即座に外出困難にな

るなど、生活に大きな支障をきたしやすいという問題があります。他地域にもまして下肢機能の維持・改善に

対する要望は切実なものでした。しかし、しおさい通所リハビリテーションのリハビリスタッフの人員は地域性も

あり、限られ、なかなか叶えることは出来ません。

高田は人がいないことは何も提供しないという理由には繋がらないと、現在の人員でこの問題に対して何か

できないかと考えました。

そこで、運動機能の向上を図るため個別リハビリ以外は、余暇時間を過ごす方も多かったことに着目し、高

田はケアワーカーに集団体操プログラムを提供し、しおさいに来てから帰るまでの中に全体体操・小集団訓

練・個別訓練・自主トレーニングと毎回多彩な運動プログラムを提供できるよう通所プログラムの見直しを行

いました。

　また、個別自主訓練プログラム実施中は、リハビリスタッフが少ないことをカバーするため、ケアワーカーと

の連携を密にとり、見守り依頼することで危険回避、実施中の様子を確認するなど、細かな情報の共有を

図り、限られたスタッフの中で、ご利用者に少しでも寄り添えるよう対応しました。その結果、利用者同士が

励ましあい競い合って自主訓練に取り組まれる姿が増えていきました。

一事例として、しおさい通所リハビリテーションを令和3年8月から開始、令和4年1月やっと杖歩行が可能と

なったご利用者がいらっしゃいます。ご利用者は令和4年2月新型コロナウイルス感染症に罹患し、自宅療

介護老人保健施設しおさい リハビリ部門　作業療法士　高田翔

高田のご利用者に対する愛情を持った親身な対応と地域ケアマネとの連携、ケア
ワーカーとのチーム力により、通所ご利用者のやる気と満足の向上、さらに5月、6月
の予算達成に大いに貢献した功績。      

杉山　真由美       

高田のご利用者の希望に寄り添うということを大切にしているリハビリが、機能回復
だけでなく精神面（やりがい）も向上させるなどの成果を出しています。その結果、
自主訓練プログラムを能動的に取り組むようになり、さらに機能訓練が充実したこと
で通所利用増しに繋げ、6月の予算達成に貢献した功績を評価して理事長賞に推
薦します。          
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　今西OTは大学卒業後、花川病院へ新卒者として入職しました。回復期リハビリ病棟で脳血管疾患や

運動器疾患の患者さんを幅広く受け持ちリハビリを提供していく中で、一番の興味関心は“認知症”でした。

花川病院は認知症高齢者の入院が多く、認知症患者さんへ効果的なリハビリを提供することが課題のひと

つです。院内の勉強会グループにおいても、認知症の知識を深め、メンバーとの意見交換や症例報告を通

していく中で、さらに認知症に関して学びを深めたい思いが強くなり、花川病院で臨床業務を行いながら大

学院へ進学し認知症に関する研究を開始しました。大学院の研究は認知症に伴う行動・心理症状

（BPSD）の変化を没入型VR回想法を用いて研究を行っています。

今回、「回復期リハにおける認知症高齢者に対してデジタル回想法を用いたリハビリ介入」としてまとめ、第

52回北海道作業療法学術大会へ演題登録しました。学会主催者から革新的なリハ介入をテーマにした学

会であるので、ぜひ指定演題で現地発表していただきたいと依頼がありました。コロナ禍で現地とオンライン

のハイブリッド形式でしたが、現地の会場で口述発表する光栄な依頼でしたので現地で発表させていただ

きました。発表した結果、指定演題で唯一の優秀演題賞を受賞することができました。学会大会長からも賞

賛の言葉をいただき大変光栄でした。

　今後、さらに9月には日本作業療法学会の全国学会で没入型VR回想法の検討として研究を行った結果

を発表する予定です。大学院で学んだ知識や技術、花川病院で行っている共同研究（没入型VR回想

法）の成果などを今後も現場へ貢献し、花川病院および作業療法の更なる発展に尽力していきたいと考え

行動している今西OTはリハビリ部員の模範的存在です。チームリーダーとして信頼も厚く、チーム運営、後

輩教育にも取り組んでいます。

以上により理事長賞に推薦いたします。

養中約1ヵ月間ベッド上での生活となったことで、体調が回復してからもベッド上での生活が中心となりまし

た。

しおさい通所リハビリテーションを再開したものの身体機能低下、意欲低下は著明でした。

高田はご利用者に合った個別自主訓練プログラムを作成、個別機能訓練ができない場合でもケアワーカー

と共に充実した機能訓練を提供しました。

個別自主訓練プログラム中や終了時、ケアワーカーからの情報を基にアドバイスが可能となったことでご利用

者と地道に信頼関係を築いていき、QOL,ADLの向上、意欲向上が芽ばえ、通所リハビリテーションに通う

ことがご利用者にとってやりがいに繋がり、もっと利用したいということで、週1回の利用から、週3回に利用

増をして機能訓練に励み、今でもご利用者が希望する住み慣れた地域、在宅での生活を送られています。

高田の行動で、ご利用者が積極的に自主トレーニングに励まれるようになり、機能訓練のためにしおさい通

所リハを選び、利用したいという地域ケアマネからの問い合わせも増えています。

高田は通所リハプログラムを運動強化できるプログラムへグレードアップしたことが、ご利用者のやりがいとな

り、「機能訓練がもの足りない」と利用しないご利用者の削減、これならもっと利用を増やしたいという声、休

みがちだったご利用者が、体調不良以外で休むことが少なくなり、約20回/月の利用に繋げ、確実に通所リ

ハビリテーションのキャンセル減少と、利用増しによる収益増加、満足向上、5月と6月の予算達成に大いに

貢献しています。      




